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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月26日(2020.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗物(vehicle)（１０１、２０１、２３１、２６１、３０１、３３１、３６１）のフォ
イル(foil)の失速状態(stall condition)の予兆(onset)を判定する方法であって、
　少なくとも１つの光線を送出するステップと、
　少なくとも１つの測定領域からの後方散乱光、であって、前記少なくとも１つの光線の
後方散乱光、を特徴付けることによって、前記乗物の前記フォイル(foil)（２０３、２３
３、２６３、３０３、３３３、３６３）の上の前記少なくとも1つの測定領域の中を流れ
る乱流体(turbulent fluid)の存在を示す可能性のあるデータを測定するステップと、
　前記フォイルの上の前記少なくとも１つの測定領域内の前記フォイルの前記失速状態の
前記予兆が生じたか否かを、前記データから判定するステップであって、前記少なくとも
１つの測定領域における前記失速状態の前記予兆が、（ｉ）前記光線の前記後方散乱光の
周波数におけるドップラーシフトと、（ii）信号変動における増加、のうちの少なくとも
１つに基づいて判定されるステップと、
　前記失速状態の前記予兆を判定したとき、警報を発すること、および前記乗物（１０１
、２０１、２３１、２６１、３０１、３３１、３６１）に、前記失速状態を回避(avoid)
させるかまたはそれから抜け出させ(exit)、前記失速状態の前記予兆がもはやなくなった
ときに、このような活動を止めさせること、のうちの少なくとも１つを行うステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記フォイル（２０３、２３３、２６３、３０３、３３３、３６３）の上の少なくとも
1つの測定領域内に流れる乱流体の存在を示す可能性のあるデータを測定する前記ステッ
プが、前記フォイル（３０３、３３３、３６３）の上を流れる流体（２０８、２３８ａ、
２３８ｂ、２６８ａ、２６８ｂ、３０８、３３８ａ、３３８ｂ、３６８ａ、３６８ｂ）の
ベクトル速度、前記フォイル（２６３、３６３）の上方および下方を流れる流体（２６８
ａ、２６８ｂ、３６８ａ、３６８ｂ）の圧力に関するパラメータ、前記フォイル（２０３
、２３３、２６３、３０３、３３３、３６３）の上を流れる流体（２０８、２３８ａ、２
３８ｂ、２６８ａ、２６８ｂ、３０８、３３８ａ、３３８ｂ、３６８ａ、３６８ｂ）から
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後方散乱(backscattered)された光のドップラーシフトにおける変化、および信号変動の
増加、のうちの少なくとも１つを測定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１つの他の測定値を用いて、失速の前記予兆が生じたか否かを検証するステ
ップをさらに含み、
　失速状態の前記予兆を判定したとき、前記警報を発すること、および前記乗物（１０１
、２０１、２３１、２６１、３０１、３３１、３６１）に、前記失速状態を回避させるか
またはそれから抜け出させ、前記失速状態の前記予兆がもはやなくなったときに、このよ
うな活動を止めさせること、のうちの少なくとも１つを行うことが、失速の前記予兆が生
じたことを、前記１つまたは複数の他の測定値によって検証したときだけ、警報を発する
こと、および前記乗物（１０１、２０１、２３１、２６１、３０１、３３１、３６１）に
、前記失速状態を回避させるかまたはそれから抜け出させ、前記失速状態の前記予兆がも
はやなくなったときに、このような活動を止めさせること、のうちの少なくとも１つを行
うことを含む、請求項１に記載の方法。
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